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3-1 情報モラルとは

　これまでは、日常的なモラルにつ

いては学校のあらゆる場面で指導さ

れていても、情報技術の特性（イン

ターネットの仕組み等）の理解につ

いては授業で取り扱う時間がなかな

か取れなかったり、ゲストティー

チャーのお話を聞くだけにとどまっ

ていたりすることがありました。

日常的なモラル

情報技術の特性
（インターネットの仕組み等）

情報モラル！
　１人１台の端末により、情報技術の

特性（インターネットの仕組み等）に

ついて考える機会が増えました！

　情報モラルも、情報活用能力の１つです。１人１台端末時代の情報モラル教育は、特定の教科等だけでなく、すべて
の授業で行います。トラブルがあったときは指導のチャンスです。

情報モラルは日常的なモラルとインターネットの仕組みの両面で考えていきます。



3-1 情報モラルとは

　ID・パスワード（アカウント）の管理について、各学校では御指導いただいています

が、子どもたちがおもしろ半分で同級生のアカウントを使用して許可されていないサイ

トへのアクセスを試みる事例がありました。

　ID・パスワードは「自宅の鍵と同じ」で個人が責任を持って管理することは引き続き

御指導ください。

　併せて、不正に他人のID・パスワードを所持したり、それを使用して許可なくログイ

ンを行うことは「不正アクセス行為の禁止等に関する法律」に違反することになること

を教職員が共通認識を持ち、児童生徒にも御指導ください。

　軽い気持ちのいたずらが、取り返しのつかない事態になることがあると認識すること

が大事です。

情報モラルに関する事例

①ID・パスワードの管理に関すること



3-1 情報モラルとは

　１人１台端末の活用が進むと、Google Workspace内で行える共同編集や共有の機能が

大変便利で使い勝手が良いことに気が付きます。子どもたちの中にはこの機能を利用し

て、不特定多数のアカウントに共有を持ちかけて他校の子どもたちとつながろうとした

り、授業中に他人の意見を改ざんしたり削除するようなケースも報告されています。

　共有の機能は、これからの１人１台端末活用にも無くてはならない機能です。便利な

反面、使い方次第でさまざまなことができてしまいます。

　「やれることとやっていいことは違う」ということは、日常生活の中だけでなく端末

上やインターネットの中でも同様であることをぜひ強調してください。

　便利な機能を正しく扱うために情報モラル教育を日常から心がけてください。

情報モラルに関する事例

②共有機能に関すること



3-2 子どもが主体の情報モラル教育とは

主体的・対話的で

深い学びの授業で

　個人情報は守られ

ているかな？誰かを

傷つける書き込みを

してないかな？

　発表の資料を作り

たいけど、このHPの

情報は信頼できる？

　資料にイラストを

使いたいけど、著作

権は守られてる？

１人１台端末を活

用することで

インターネットや端末

の使い方に気が付く！

教師のアドバ
イスが重要！

教師の授業実
践が重要！

「人に迷惑をかけない」は　　　　　　　　　

インターネットでも同じことと確認！



3-3 教科等の中で育成する情報モラル

　これまでは「特別活動」や

「特別な教科道徳」「総合的な

学習の時間」などで短期的に

集中した情報モラル教育が

推進されてきました。

　今では、１人１台端末が活

用されるようになって、情報

モラル教育はこれまでの短期

的に集中した指導とあらゆる

教科の中で日常的（長期

的）に行うことが必要になっ

てきています。

　教科等で情報モラルを育成す

るときは授業で端末活用する６

つの場面を捉えましょう。

　①検索する

　②撮影する

　③写真・動画を活用する

　④共同編集する

　⑤まとめる

　⑥発信・受信する

６つの場面が情報モラルを扱うチャンス



3-4 健康に配慮した使い方

１人１台端末をこれからの生活でも使い続けるために！

姿勢に気をつけ

ましょう。

　ディスプレイに近

づきすぎて操作して

いませんか？

　視力の低下などに

繋がる可能性があり

ます。

使用時間に気を

つけましょう。

　授業中から休み時

間までディスプレイ

ばかり見ていません

か？

　ディスプレイを見

ることが癖になる可

能性があります。

使うときには、時間を守り正しい姿勢を心がけましょう。

健康に配慮した使い方について、次のことを子どもたちと確認しましょう。


